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1. 臨床実習レビューの目的

๏ 　目的
　この一週間で、みなさんには、次の三つを達成してもらいたいと考えます。

1) 臨床現場での自分の経験に基づき、他者の経験を活用することを通して、「医師のプロ
フェッショナルとは何か」を自分なりに明確にすること。

2) グループワークや議論を通して、他者と恊働することの意義、方法を理解すること。
3) 臨床実習での学習経験を振り返り、研修医としての学習・成長への見通しをもつこと。

๏ どうして、「振り返り」か

　「振り返り」とは、一般的に、私たちが自分の過去を検討することによって、現在の位置を確
認・理解し、これから（未来）への具体的見通しや方策をもつことを意味します。現場というの
は、たくさんの学びを生み出してくれますが、私たちはそれに対して無意識的で、しかもそのまま
にしておくことが多いものです。しかし、現場にこそ、医師として学ばなければならないことはた
くさんあります。「いかに現場での経験から学ぶか」が、これから医師として活躍するみなさんに
とって最も求められる能力の一つであると言えるでしょう。
　今回のレビューでは、一人ひとりの臨床実習経験をもとにして、みなさん自身が、「自分は何を
学び／何を学ばなかったか」を確認・理解し、これから（未来）の研修医としての学習への見通し
をもってもらいたいと思います。「振り返りのできる医師 = Reflective Practitioner」の第一歩を、
本レビューで踏み出してもらいたいと期待しています。

๏ どうして、「医師のプロフェッショナリズム」か
　
　「医師のプロフェッショナリズム」については、近年たくさんの研究がなされるようになりまし
た。定義もたくさんあるのですが、簡単に言えば、プロフェッショナリズムとは、「医師とはこう
あるべき」という価値観・行動規範の総体です。しかし、これが、今のみなさんにとってどんな意
味があるのでしょうか。

　臨床実習前にみなさんは、大学内で主に講義を通じて、たくさんの知識を身につけてきました。
そして、四年生の冬で講義型知識中心の教育を終え、五回生からは臨床現場で実践的な学習へと移
りました。つまりみなさんは、「理論（知識）」と「実践」を学習する機会をどちらも得てきたわ
けです。
　とはいえ、知識と技術だけあればよいというわけではありません。専門職者（プロフェッショナ
ル）には、知識や技術をマスターしているだけでなく、それを用いて他者に貢献すること（Service)
が求められます。これが専門職者の特徴です。したがって、知識と技術を学習してきた時点で、この
「他者への貢献」の部分を学ぶことが、今のみなさんの時点では重要なのです。これは、知識の伝
達を主眼とする講義のようには学べません。したがって、本レビューでは、みなさん自身の経験を
材料にして、また経験豊富な先輩医師の話や映画など、講義以外のさまざまな方法で「プロフェッ
ショナリズム」についてみなさん自身が考え、理解し、発見することをねらいとしています。
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2. スケジュール
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3. 学生が取り組む課題

๏ 事前課題（7月8日1限に持参）
これまでの臨床実習での経験から「医師のプロフェッショナリズム」を考える上で手がかりになる
と考える「症例」や「出来事」を選択し、下記の項目についてのレポートを作成する。

（A4、1,2毎程度）

‣ 客観的事実（いつ、どこで、どのような患者や状況、様子、自分の言動等）
‣ そのときに自分が考えたり、感じたこと

๏ レビュー期間中
‣ 事前課題に加筆した個人の振り返りの文章（7月9日1限に持参）

‣ 医師のプロフェッショナリズムについてのグループワークと発表

グループ毎に、下記の二つの課題に取り組む。

これらの課題への取り組みの成果は、12日1,2限に発表する。

‣ 「医師のプロフェッショナリズム」授業、「シネマdeプロフェッショナリズム」、「グループ

ワーク発表」に参加しプロフェッショナリズムへの理解を深める。

‣ 「臨床実習における学習経験の評価」（エクセル）　※【資料⑤】参照

๏ 最終レポート

下記の項目についてのレポートを、7月19日までに提出すること。

• 提出：
①～④を、プリントアウトして＜教務窓口＞に提出。表紙もしくは1ページ目に氏名及び学籍番
号を記す。書式・字数自由。
⑤は、kyoto.cme.report@gmail.comに提出。メールタイトルに「臨床実習レビュー・氏名」
を記し、ファイル名は「学籍番号＋アルファベット姓.xls」として下さい。

• ④、⑤は、MedSISから書式をダウンロードして下さい。
• 10月初句にセンターからコメントをつけて返却します。
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①　事前課題及び個人の振り返りの文章
②　グループワークを通して気づいたこと・考えたこと
③ 「医師のプロフェッショナリズム」「シネマdeプロフェッショナリズム」 
「グループワーク発表」に参加して気づいたこと・考えたこと

④   臨床実習レビュー・プログラム評価
⑤　臨床実習における学習経験の評価（エクセル）

①　医師のプロフェッショナリズムについて、グループ内で

「問い」を立て、それに対する「答え」を導く。

②　医師のプロフェッショナリズムとは何かを、文章・図・絵

などを使って自由に表現する。

mailto:kyoto.cme.report@gmail.com
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4. 教員一覧                 

       

今回の「臨床実習レビュー」には、下記の教員が参加します。

✴ なお、本レビューや上記教員への問い合わせは、下記にお願いします。

医学教育推進センター
tel. 075-753-9454

email.  cme_kyoto@yahoo.co.jp
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5. 各プログラムについて

i) オリエンテーション（7/8、1限）

- 臨床実習の目的
- スタッフ紹介
- スケジュール及び各プログラムの説明
- プロフェッショナリズムを考えるためのキーワード
- 「関心のある診療科」への記入・提出

ii) 振り返りの演習（7/8、2限）

目的：
ここでは、みなさんが準備した事前課題をもとにした振り返りを行います。単なる事実の整
理以上に、自分自身の経験への理解を仲間とともに深めていきます。

課題：
この演習を通して、さらに理解したことや明らかになったことを踏まえて、事前課題のレポ
ートを加筆して下さい。加筆したものは、再度プリントアウトして翌日9日1限目に持参して
下さい。

iii) 「問い」を立てる（7/9、1限）

目的：
ここでは、前日の課題を持参してもらい、それをもとにグループでの話し合いをします。互
いに振り返りの方向をしながら、グループとして探究する「問い」を立て、発表までのアク
ション・プランを立てます。

なお、この時に、グループメンバーを発表します。グループはみなさんが書いた「関心ある
診療科」に基づき、できるだけ多様な関心が集まるようにします。
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iv) 医師のプロフェッショナリズム（7/10及び7/11）

目的：
医師として豊かな経験をもつ三人の教員が、皆さんと一緒に「医師のプロフェッショナリズム」に
ついて考えます。

第一回：「 臨床現場でのプロフェッショナリズムを考える場面」（7月10日・1限）
（医学教育推進センター・小西靖彦教授）

　実際の臨床現場では、医師としてのプロフェッショナリズムを考えざるを得ない場合に遭遇
する。この回では、外科医として自分が経験してきたことをもとに、プロフェッショナリズム
とは何かを学生と一緒に話し合い、考えたい。

第二回：「臨床医の仕事―期待されるプロフェッショリズムと葛藤」（7月10日・2限）
（医学教育推進センター・伊藤和史准教授）

　　　　医師は多種多様な専門的知識や技能だけでなく、その職制がもつ高い行動規範と倫理観が要
求される。臨床実習で自分なりに医師のプロフェッショリズムを感じたのはどんな場面だった
か？臨床医としての日々はまさにそのようなプロフェショナリズムを追求し続けていく生涯学
習でもある。今、医師として世に立っていく世代とともに医師の職制やリーダーシップについ
て互いに考えてみたい。

第三回：「 日本人医師のプロフェッショナリズムについての研究」（7月11日・3限）
（医学教育推進センター・錦織宏准教授）

（概要）
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v) シネマdeプロフェッショナリズム（7/8、7/9、7/11）

目的：
「映画」は、医師のプロフェッショナリズムを考えるにあたって、大変有効なリソースとなり
ます。ここでは、下記の３つの映画を一緒に鑑賞し、ディスカッションをすることを通して、
「医師のプロフェッショナリズム」への理解を深めていきます。
グループや自分自身の関心に沿ったものを、選択して参加して下さい。

①　「ヴェラドレイク」（2005年）（7/8、3,4限）

　１９５０年、冬のロンドン。自動車修理工場で働く夫とかけがえのない２人の子どもたちと
貧しいながらも充実した毎日を送る主婦ヴェラ・ドレイク。家政婦として働くかたわら、近所
で困っている人がいると、自ら進んで身の回りの世話をする毎日。ほがらかで心優しい彼女の
存在はいつも周囲を明るく和ませていた。しかし、そんな彼女には家族にも打ち明けたことの
ないある秘密があった。彼女は望まない妊娠で困っている女性たちに、堕胎の手助けをしてい
たのだった。それが、当時の法律では決して許されない行為と知りながら…。

（http://www.tsutaya.co.jp/works/10044854.html）

②　「ジョンQ- 最後の決断」（2002年）（7/9、3,4限）

　イリノイ州シカゴ。ジョンは、妻デニスと9歳になる息子マイクの3人で幸せに暮らしてい
た。だがある日、マイクが野球の試合中に倒れ、病院に担ぎ込まれる。診断の結果、心臓病を
患っており、生き延びる方法は心臓移植しかないと判明する。しかし、リストラで半日勤務と
なっているジョンの保険は、高額な移植手術に適用されなくなっていた。ジョンは家財道具を
売るなど金策に走ったが、病院から無情な退院勧告が出される。我慢の限界に達したジョンは
拳銃を持って救急病棟を占拠。医師や患者を人質に、マイクの手術を要求するのだった。

（http://info.movies.yahoo.co.jp/detail/tydt/id237937/）」

③　「陽のあたる場所から」（2005年）（7/11、1,2限）

　精神科の研修医として働く女性コーラ。ある日彼女は病院で、何もしゃべらず身分証明書も
持たない一人の女性患者と出会った。そして、コーラは物陰からじっと見つめてくるその患者
の存在が気になり、いつしか彼女を担当することに。頑なに心を閉ざす患者に正面から向き合
い、次第に心を通わせていくコーラ。だがその矢先、患者の身元が判明、故郷へ強制送還され
てしまう。彼女の名前はロアと言い、アイスランドから失踪してきたのだった。しかし、そん
な措置に納得できないコーラは、独りアイスランドへ向かう…。

（http://www.tsutaya.co.jp/works/10039402.html）
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vi) グループワーク（7/9 - 7/11）

課題：
グループワークでは、次の二つの課題に取り組んでもらいます。

　①　　グループで設定した「問い」に対する「答え」を導くこと。
　②　　医師のプロフェッショナリズムとは何かを表現すること。
　　　　文章・図・絵等、議論の成果を最もよく表現できる方法を自由に選択する。

テューターとの相談：
7月10日と7月11日のグループワークのどこかで、各グループは、必ずテューターに進捗
状況の報告をし、今後の進め方などについての助言をもらって下さい。
テュートリアルの時間は、30分程度です。10分で進捗状況を報告し、残り20分で相談を
して下さい。

発表準備：

• 発表の仕方については、13ページを参照して下さい。
• 発表は、模造紙を使って行います。各グループは、レビュー期間中に、医学教育推進セン

ターに用意してある 模造紙（1~3枚）、ペン、付箋（必要であれば）を取りにきて下さ
い。7月11日16時半までに返却すれば、発表当時に会場まで模造紙は持っていきます。

★ グループワークの場所及びテュートリアルの日程については、11、12ページを参照して
下さい。
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๏ グループワークの場所
下記の部屋は、みなさんのグループワークのために、開放してあります。

【　7月9日（火）３、４限　】

【　7月10日（水）３、４限】　※　テューターとの相談時間には、必ず指定の部屋で作業して下さい。
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【　7月11日（木）１、２限】※　テューターとの相談時間には、必ず指定の部屋で作業して下さい。

【　7月11日（木）4 限 】
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vii) グループ発表（7/12、１・２限）

二カ所（稲盛ホールと基礎第一講堂）とに分かれて、各10グループずつの発表を行う。

発表内容：
①　どうしてその「問い」を選んだか（理由）
②　設定した「問い」に対する「答え」
③　医師のプロフェッショナリズムとは何か

発表時間： ８分発表＋8分質疑応答（合計16分）

発表の仕方：
• 学会ポスター発表に類似した形式です。
• 発表グループは、半分に分かれます。一方は発表をし、もう一方は聞き手になります。
• 発表する５つのグループは、模造紙等を使って、同時に発表をします。
• 聞き手は、すべてのグループの発表を聞き、質疑応答をします。
• 聞き手がすべてのグループ発表に参加できるように、各グループは「発表と議論」を５

回繰り返します。グループメンバー数は５、６名なので、ローテーションを組んで交代で
発表をして下さい。発表する以外のメンバーは、その間、別のグループの発表に参加で
きます。

• 時間は、ファシリテーター（教員）からお知らせします。
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グループ① グループ② グループ③ グループ④ グループ⑤

グループ⑥～⑩の学生（聞き手）

五つのグループ
が同時に発表・議論

発表グループ 場所
①　～　 ⑩ 芝蘭会館稲盛ホール
⑪　～　⑳ 基礎第一講堂

聞き手の学生はす
べてのグループに行く

2限目は、発表者
と聞き手が交代。

＜芝蘭会館稲盛ホールでの例＞



viii) 「臨床実習における学習経験の評価」

※　エクセルのフォーマットは、MedSISからダウンロードして下さい。入力して、最終レポー
ト提出日までに合わせて提出して下さい。
※　次頁に同じフォーマットを記載しています。

目的：

　この評価の目的は、第一に、臨床実習において、あなたは何を学び／何を学ばなかったのか
を、自分自身で明確にすること、そして「これからの医師としての学び」への見通しを持つこ
とにあります。すなわち、自分自身の学習・成長に対する自己評価です。

　同時に、みなさんの自己評価は、教育者側にとってフィードバックになります。あなたが
「学べた」「学べなかった」と実感していることから、現場での教育・指導のあり方を検討で
きます。このように、今後の教育改善の検討・研究材料となることという目的も含まれていま
す。

14



�©�¯§U¸¤�����

Ï��¨�!KJ_¨T
�§©�=¨�¡¨BA��³®��

��O%"K§��£��¦�PX©�·!«Ñ�·!ª¦� �¨�·8D§�´�¥�
�¨.³Y³§�¢�£�C��¥�£¨�$^¨!K¬¨º½¾ÊÎÏÇËÎ·L�´�¥�

���¦���!���!¦� ���¥©�3NM��²�µª�3NÏ-#¨�³6·
L�´,��³¥¦³®���¨*�¤��!KJ_¨T
�©��(¨3N2�¨CEÏ;
RW5¥�£°'G£²µ®��

Ï��¨¼½ÀÌÏÆ¹»Ì§©�:¾ÐÃ¨�§�\¤Ò¾ÐÃ�³®���£§S��£�
����

Ï�Æ¹»Ì©�n9ho7®¤§�!3N0[ÀÎÁÐ¨v}ty|ºÄÍ¿
{����fu}vf�v����qw}ty|fu�}®¤1��£����Æ¹»Ì�©�a!I@�dºÌÆ¹ÈÂÃ
 f�|�a¥�£����b	Ógmggh�����{�~y�xyf�|�fc

Ï��SZ<�§4H��³�²¦�¥�©��Q·/����F<·�±�£� £�����

Ï�r}ty|¤¨1�§¦³®����)��V§©��]+�®��

����¶�©��S¤����®��

�!3N0[ÀÎÁÐ
�v|p`gnlenljeoklk``v}ty|p`u}vs{����q�tx��fu�fz�

ighj$&m�?O%"KÍÅÉÐ
!KJ_¨T


>�Ó�

!I@�Ó``



4 &��$n��of(B>	?V>�?f�^T<'�Z�.m�YSATWZaBY�MTA_NEq

43;�GX�.m�f�MTAc 53;@c �Z�.m�f�MTAc

63;@_b�.m�f�MTAXA 7322�H�.m�f�MTAXA

�"njkihlop

5 n>4?U43`LH[53V�"Z�oOd[WZaBX>�.?>�?UNEq

n>4?U63`LH[7oV�"Z�o&��$n��oYSAT<WZaBY�MTA_NEq

6

7

/eRP�p

*��p

��p

-Y<�`>�^XERP?>�.UGXERP?V�MPJV[@b_LPEq@cVNcV<Od[WZ�0m*
��UZ<WZaBX��QRPZUNEq

:;&��$n��oYDIc�$#1Z+�

��Z&��$U<'�F�`>�gQ?>�.LP?V�MPJV[�ULPEqOd[WZ�0m*��U
Z<WZaBX��ULPEq_P<WgX�F<@XPZ>�]?>�.?Y/eRTAPZUNEq

*��p

��p



8

9

>7?U"CPJVY/LT<@XP[WZaBX(
!fVd\<>�^P?>�.UGP?V%C_NEq

OZ�<&��$YSAT�BJVf'�Y),LTHQKA=



1 $��"j��k\&=9�:O9�:\�UM7%�S�+i��RL<MPSX=R�GM<VH@m

0/6�BQ�+i��\�GM<Z 1/6;Z��S�+i��\�GM<Z

2/6;VY�+i��\�GM<Q< 3/..�C�+i��\�GM<Q<

	�jefb`hkl

1 j90:N0/WFCT1/O	�S�kI[TPSX=Q9�+:9��:NH@m

j90:N2/WFCT3kO	�S�k$��"j��kRL<M7PSX=R�GM<VH@m

2 ;QJA*�FJ_gac^d�"S�'RL<M�>MCKE<8

3 _gac^d�"\&=9�:O9�:\�UM7%�S�+i��RL<MPSX=R�GM<VH@m

0/6�BQ�+i��\�GM<Z 1/6;Z��S�+i��\�GM<Z

2/6;VY�+i��\�GM<Q< 3/..�C�+i��\�GM<Q<

	�jefb`hkl

4 _gac^d�"\)FM7;QJT9�\]K:9�\�J:O#>VH@m

*�FJ��i !l

�,R -FJ��l

56$��"j��ki_gac^d�"R?DZ" -S(�


�l



x

y

z

{

�è���½"m ¸ Ë¬¹éDX®³`&�½�8Î�¯�¸ Ë¬¹ç�������t������u
�Ýã×Ðä
çx�ëêè

��è�ÓßáÚÒæÖæ¸ Ë¬¹é�$v0[n½o.ç������������u
�Ýã×Ðä
çx�ëêè

 »³¦�¬¢ Ê³¡�¹-¢�$¾�ºÏ»_�çÓäÜÙäÔæèÎÅµ·¡Â¯¥î±½_�Î�	K
¼5«·¨´¡�

ç�_�çÓäÜÙäÔæè¹¾��	KEA¸r�K¼OÌË�����Æ�������´ª¸»¨�¯©Ì³bC½^,¼ ËN�À
ËÂ¡�2'Å�ÂÌË��£¿�ÓßáÚÒæÔâäÆcMK-Z���8���qd@_��J=R½L4ÎGd¯Ë
��-¡ÆÊ½ Ë��S�è

��

nÅ»¨� »³¾�l7]ÎV£Â¯���$¹®·¬¢ Ê³¡a��¹�F�½a��¹½n¼¾�º½
È¢»�ÑàØÝ�¦ ÊÂ¯¥îç�ë�¹�ì�½�TÎ>i®·Ã·�¡�è

��$�¾�P�K<+¦*¨!°ÉÌË\=¸¯���Uí�$¼<+ÌËÓäÜÙäÔæ�¼¾��l�
=9¼?ÄÉÌË~¶½ÓäÜÙäÔæ¦:¥Ì·¡Â¯�±Ì²Ì½ÓäÜÙäÔæÎ� »³¾º½Q
'k3®·¡Ë¹Z£Â¯¥î~¶¯Á·½ÓäÜÙäÔæ¼¶¡·�x�xw¸a#f�®��	K¼º½
B¸k3Î�1®�º½B¸k3®·¡»¡¹-¢½¥Î:¡·�¡���x�¦;Å)¡��xw�¦;Å*
¡�

����l¼¤ªË¬ÌÂ¸½�YWs½f�

��H¥É��H½�Â¸���l¸ »³¦�p¼�h¼¶ª·§³�¹Z£Ë_�¾
¸®Ç¢¥�
�	K¼5«·�¡�



���è�/�[¸ Ë¬¹ç������������u
�Ýã×Ðä
çx�ëêè

��è�(½6g[¸ Ë¬¹ç������t���������u
�Ýã×Ðä
çx�ëêè

�èÞÛæÕàæ¸ Ë¬¹ç�������u
�Ýã×Ðä
çx�ëêè

��è�[é7][¸ Ë¬¹ç�������u
�Ýã×Ðä
çx�ëêè

���è"m\[¸ Ë¬¹ç������������u
�Ýã×Ðä
çx�ëêè

| ±½�� »³½��l¸½}%n½�Yå7]¼o®·�-¢¹¬ÍÎaI¼ej®·�¡�



7

8

9

�*B7CW*.ORMXj/�Qh[DRTV]?DZR]YkZ,4{�2d1#|[ 3QhX'Gf
iaQH}

"�XOV�*\eFZ,4d��j�PR�?
��[YkZMX{��dotzr?(�\)�?+
HX\!-$|IDi^?DZR\�&y�0]eg�NihX'GaQH}

=>BMiHfC\�&%5[�LV

pzr<W]?DZR\��X��Q`J�	X\BmuqsC[UEV��OVcfEaOR@*.OR
BmuqsCjWJhSL�bhRb[?"�XOVMiHf?(�]�j�_`JWDhX'GaQH}

��ZlnpvxyswxXOV*.OVKSNE@{:;6B"����]AAIWJheF[ZhCZY|



oī¨© 2013³¶ 6£íĐ´«ĊaP\f 

 2 

 

� ������#�#�5,	-2�9@�F(7� �	>dQId@fĭĘ�0#$��

²Þ�!Éã3*���ÃČ+�#¬Ô��#r#�ñ¯ĮčČ �Ùó��pİÁ#�0

>V\M=f@]d��0-	"!0� ����1$��1�1#ÃČ#éÁ3°ĭ�!

.�Ä¦3ĵ)�/�Ìw�0�)"¿ĕ��� 

 

� �8*@GcollaboratorH� ����²$�r#�ñGfWeXdOf#»�3ìę��ÃČ

"�Ø0ĳ/#ē�ĂÙ3���)"�¼. �"�Ùó"��� ¿ĕ��� 

 

� ���#��#� ����²$��ñ#@BIW _DfB3ìę���1.��"Ã

Č+p�gĒ"ºĸ�3Ê�#�3�ìę�!��$!/'�4��²��$�GfW+Sb

<^W�*� ¨�!āć"�Ùó"�î���ñ#ķÒ"Ģë�!��$!/'�4� 

 

� �)4�:C@Ghealth advocatorH� ����²$�}p p�#kÓ#aT`���¸3

âª��0ĕþ$v�3ìę���.,0aT`��ðá3mĲ���¸ó!Ĕ�3z��/

ā("�î��0� ¿ĕ��� 

 

� �/@GscholarH� ����²$ĭĕ!»�3*���'��öúČ ��Ò��õ3�0

� �ÏĎČ ��õ3�Ö�0� �>dQIdB3ĄÊ�0 �	íå"2�0SbCB

"ı2/'��'��¯ĮčČ ��#�Ħó!ä�"*�/ā('�� 

 

� �1EA@GprofessionalH���0� $��²#qn#�.,0�Ķ#Üµ3Î
'���

1$�ÃČ+�#r#p�"®���~ìóe«ôepĨóļcompassionateĽe�ró��0

� �ĉ�3�	�0� "���{ĺ�0� �đ�#ĳï3ĞĠ�0� ��ñVB"

ĩ�"®À�0û�¯ĮčČ ��#Ĕ�ėü3Ê�ă�0� �3Å��'�� 

 

 

�1.ą�#»�3��©í$��©ÏĎ3ĥ��Õİ3���ģ"�����'���>f

B�$��#�"Ė���}paT`#Ĺ¤"ĭçĈ�1'�� 

� ���©ÏĎ3Ā
�Õç��ą�#�©í$�iĤ��ą�#»�3Ù��0� ×½

�1'������©í$��©"��0�¾#ö| :Z_5 �	ß#àĴ"�0æ�

Ð��êÆ !/'�� 

oī¨© 2013³¶ 6£íĐ´«ĊaP\f 

 1 

-2
<6���!��!�#J�

���"� !�./-/D�>�$���!��!�# 
ļ��ĿUniversity of Toronto Undergraduate Medical Education, 

http://www.md.utoronto.ca/program/comopetencies.htmĽ 

 

 

� KbdK¨©#�²ĻÇSb<^W�$�jĚ#h�#9I?_�>dQId@f3ċ
�

�1"¥���Sb<^W3tîeħ¡���'���#h�#>dQId@f#9I?_$�

�CanMEDS�²>dQId@feRafWcf;�ļhttp://rcpsc.medical.org/canmeds/Ľ �

�¬·�ñ#¢�#ğ�ì�ļhttp://www.cfpc.ca/Principles/Ľ�.ěª��*#�����"

ø�10YJ`$�9LF�ù�e§ù�b6[`e9aHA 9LFe¬·�ñ9aHA�

9LF"��0�²ĻÇ#É¹� ���įò�1'��� 

 

È�#�©í$�sj#ą�#9I?_#>QId@f"����R8fU`e6dR8fU

`kÓ#Ë± ĜxÚªļassessmentĽ3��'�� 

 

! �©#¯Į¬��0� ľèĆ��Đ´i#�Ñ3j�p��0� (Medical 

Expert) 

! >V\M=fEf��0� ľ�²-ÃČİ#ıyÁ(Communicator)  

! Â�Č��0� ļcollaboratorĽ 

! �¸#ÍġČ��0� ļhealth advocatorĽ 

! UNfAZf��0� (Manager)  

! ©ČľÏĎČ��0� ļscholarĽ 

! ¯ĮčČ��0� ļprofessionalĽ 

 

�1.#9I?_*��$�»��#ĝÿ$�jĚ#-	"ĕý��'�� 

 

� �-/�1E0I=?��B3%�+;�&�'� �	ď�$��©Ī�Ýí ��Ç�

�0�)"ĭĕ!ĕþ����#�)��#>dQId@f$�Đ´«Ċ#�¾3 2��È�

#�©ÏĎ�u#9_:\^W#lÛ !���'���#»�3Ù���)"��²$�¥

÷ù©�pİ#�¸ ðá"���#õĠ3Ê���!�1%!.!�����ÃČ&#=5

"ı�0Đ´#JfE3�ĵeęĬ��7PJdB"¥����Ñj�0-	"!.!�1

%!/'�4� 



oī¨© 2013³¶ 6£íĐ´«ĊaP\f 

 2 

 

� ������#�#�5,	-2�9@�F(7� �	>dQId@fĭĘ�0#$��

²Þ�!Éã3*���ÃČ+�#¬Ô��#r#�ñ¯ĮčČ �Ùó��pİÁ#�0

>V\M=f@]d��0-	"!0� ����1$��1�1#ÃČ#éÁ3°ĭ�!

.�Ä¦3ĵ)�/�Ìw�0�)"¿ĕ��� 

 

� �8*@GcollaboratorH� ����²$�r#�ñGfWeXdOf#»�3ìę��ÃČ

"�Ø0ĳ/#ē�ĂÙ3���)"�¼. �"�Ùó"��� ¿ĕ��� 

 

� ���#��#� ����²$��ñ#@BIW _DfB3ìę���1.��"Ã

Č+p�gĒ"ºĸ�3Ê�#�3�ìę�!��$!/'�4��²��$�GfW+Sb

<^W�*� ¨�!āć"�Ùó"�î���ñ#ķÒ"Ģë�!��$!/'�4� 

 

� �)4�:C@Ghealth advocatorH� ����²$�}p p�#kÓ#aT`���¸3

âª��0ĕþ$v�3ìę���.,0aT`��ðá3mĲ���¸ó!Ĕ�3z��/

ā("�î��0� ¿ĕ��� 

 

� �/@GscholarH� ����²$ĭĕ!»�3*���'��öúČ ��Ò��õ3�0

� �ÏĎČ ��õ3�Ö�0� �>dQIdB3ĄÊ�0 �	íå"2�0SbCB

"ı2/'��'��¯ĮčČ ��#�Ħó!ä�"*�/ā('�� 

 

� �1EA@GprofessionalH���0� $��²#qn#�.,0�Ķ#Üµ3Î
'���

1$�ÃČ+�#r#p�"®���~ìóe«ôepĨóļcompassionateĽe�ró��0

� �ĉ�3�	�0� "���{ĺ�0� �đ�#ĳï3ĞĠ�0� ��ñVB"

ĩ�"®À�0û�¯ĮčČ ��#Ĕ�ėü3Ê�ă�0� �3Å��'�� 

 

 

�1.ą�#»�3��©í$��©ÏĎ3ĥ��Õİ3���ģ"�����'���>f

B�$��#�"Ė���}paT`#Ĺ¤"ĭçĈ�1'�� 

� ���©ÏĎ3Ā
�Õç��ą�#�©í$�iĤ��ą�#»�3Ù��0� ×½

�1'������©í$��©"��0�¾#ö| :Z_5 �	ß#àĴ"�0æ�

Ð��êÆ !/'�� 



15

6. プログラム評価 　　※　MedSISからダウンロードできます。
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